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　　　　　　市　の　人　ロ

　　　　（平成３年7月1 日現在）

世帯数　59,284世帯（前月比増減なし）

人　口　178,189人（前月比35人増）

　　男　88,235人

　　女　89,954人

じり卜｢:lｎ

いまとむかしの巨椋池
おぐらいけ

＊7月23日(火)～9月14日(土)入場無料

古
絵
図
や
民
具
な
ど
を
展
示

　
宇
治
市
の
西
部
に
広
が
っ
て
い
た
巨
椋
池
は
、
干

拓
に
よ
っ
て
一
面
の
農
地
に
変
わ
り
、
今
、
都
市
化

の
波
の
中
で
、
更
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
歴

史
資
料
館
で
は
、
こ
の
巨
椋
池
の
今
と
昔
を
紹
介
す

る
、
夏
休
み
企
画
展
『
い
ま
と
む
か
し
の
巨
椋
池
』

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
わ
た
し
た
ち
の
宇
治
市
に
は
、

「
巨
椋
池
（
お
ぐ
ら
い
け
）
」
と
呼
ば

れ
た
、
大
き
な
池
が
あ
り
ま
し
た
。

　
周
囲
約
十
六
キ
ロ
メ
ー
・
ト
ル
、

宇
治
市
・
京
都
市
・
久
御
山
町
に

ま
た
が
る
大
き
な
池
は
、
多
く
の

魚
や
鳥
、
水
辺
の
草
花
な
ど
で
あ

ふ
れ
、
人
間
の
暮
ら
し
を
も
支
え

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
も
う
、
池
は
あ
り
ま

せ
ん
。
五
十
年
前
に
干
拓
さ
れ
、

広
大
な
田
ん
ぼ
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
の
で
す
。

　
そ
し
て
現
在
－
そ
の
田
ん
ぼ

の
中
に
幹
線
道
路
が
走
り
、
周
辺

部
に
は
次
々
と
家
が

建
ち
並
び
、
多
く
の

人
た
ち
が
、
そ
こ
で

暮
ら
す
ぶ
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
展
で
は
、
こ
の
よ
う

な
巨
椋
池
の
移
り
変
わ
り
や
、

そ
こ
に
暮
ら
し
た
人
た
ち
の
歩
み

を
、
古
文
書
や
約
四
十
点
の
民
具

な
ど
に
よ
っ
て
振
り
返
り
ま
す
。

　
夏
休
み
の
一
日
、
家
族
お
そ
ろ

い
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

回
主
な
展
示
品

　
〔
１
〕
届
城
国
畠
、
四
季
農

耕
図
屏
風
（
江
戸
時
代
）

〔
民
具
〕
ま
ぐ
わ
、
じ
よ
ラ
れ
ん
、

▲巨椋池では、盛んに漁が行われて

　おり、さまざまな漁具が今に伝わ

　っています

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
こ
の
程
、
平
成
三
、
四
年
度

の
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
必
一
委

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
審
議
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
法
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和

五
土
八
年
六
月
に
設
置
。
市
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
か
か
わ
る
重

要
事
項
に
つ
い
て
調
査
・
審
議

し
、
・
教
育
委
員
会
に
提
言
し
て

い
た
だ
孝
柔
ｆ
。

▲約40点の漁具や農具などを展示

　(前回―平成元年－の巨椋池展)

も
ん
ど
り
、
だ
ま
る
、
ま
え
が
き

な
ど
の
米
づ
く
り
・
魚
と
り
の
道

具
‐
ど
ん
な
具
合
に
使
わ
れ
た
の

で
し
よ
ラ
か
。
自
分
の
目
で
確
か

め
て
み
ま
し
ょ
う

〔
そ
の
他
〕
古
文
書
、
古
絵
図

　
夏
休
み
企
画
展
「
い
ま
と
む
石

し
の
巨
椋
池
」
を
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
、
よ
り
理
解
し
て
い
た
だ
ぐ

た
め
、
次
の
と
お
り
、
第
十
一
回

歴
史
講
座
を
開
き
ま
す
。
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
７
月
2
8
日
間
、
午
後

２
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公

民
館
展
示
集
会
室
▼
テ
ー
マ
・
：
山

城
の
大
池
‐
水
と
漁
師
と
村
人
と

▼
講
師
…
歴
史
資
料
館
館
員
▼
参

加
費
…
無
料
▼
申
し
込
み
：
当
日

直
接
会
場
へ
。

　
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
と

お
り
、
任
期
は
、
平
成
五
年
七

月
十
日
ま
で
で
す
。
（
敬
称
略
）

　
〈
会
長
〉
和
田
安
価
〈
会
長
職

務
代
理
〉
栗
田
正
男
〈
委
員
〉

池
内
光
宏
、
井
上
藤
樹
、
井
上

陽
男
、
今
西
圭
子
、
加
藤
吉
辰
、

久
保
田
勇
、
菅
原
正
彦
、
寺
島

晴
夫
、
蜂
須
賀
弘
久
、
廣
瀬
浩

二
、
福
山
秋
文
、
堀
井
洋
子
、

山
本
孝
昭
。

七
月
一

で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
九

月
十
五
日
冊
、
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
敬
老
会
を
開
催
し
康
す
。

　
現
在
、
は
が
き
で
申
し
込
み

夕
受
け
付
け
て
い
ま
で
が
、
ま

だ
定
員
に
余
裕
が
あ
り
ふ
子
。

特
に
、
午
後
の
部
に
余
裕
が
あ

表

（
あ
て
先
）

郵便はがき

　　圈口]肝□□

裏

り
ホ
チ
。

　
参
加
公
価
Ｔ
９
人
は
、
次

の
要
領
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
、
七
月
三
十

一
日
團
（
当
日
消
印
有
効
）
で

す
。

　
　
申
し
込
み
案
内

　
〈
と
き
〉
９
月
1
5
日
㈲
、
午
前

と
午
後
に
Ｉ
回
ず
つ
実
施
。

　
〈
と
こ
ろ
〉
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
。

　
〈
内
容
〉
式
典
と
催
し
（
演
芸

　
〈
漫
才
―
夢
路
い
と
し
・
喜
味

こ
い
し
、
浪
曲
＝
冨
士
月
の
栄
〉
、

宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ

る
合
唱
）
。
午
前
・
午
後
の
部
と

も
同
じ
で
す
。

　
〈
応
募
資
格
〉
市
内
在
住
で
、

大
正
1
0
年
９
月
1
6
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
毎
年
９
月
1
5
日
現

在
で
満
7
0
歳
以
上
の
人
）
。

　
定
員
は
約
２
５
０
叉
。

　
〈
応
募
方
法
〉
は
が
き
に
、
左

の
見
本
の
ぷ
っ
に
記
入
し
、
高

齢
者
福
祉
課
へ
。
記
入
が
不
十

分
な
も
の
や
電
話
で
の
申
し
込

宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3

宇
治
市
福
祉
部

高
齢
者
福
祉
課
行

□
　　敬老会参加申込書

住　　所

氏　名(ふりがな)

電話番号

生年月日　　　　　　　　年齢

希望時間（　　　　　　　　）

　※午前の部か午後の部かどちらか

　　一一　　を記入してください。

利用する交通機関(　　　　　）

　※専用バス（市が連行),自家用車｡

　　　　　　　-　その他のいずれかを記入してく

　ｰ　ださい。

バス停留所名(　　　　　　　）

　※市が運行する専用バスをご利用

　の人だけ記入してください。

み
は
、
原
則
と
し
て
受
け
付
け

ま
せ
ん
。

　
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、
’
そ
の
結
果
を
通
知
し
ま

す
。
次
だ
、
時
間
（
午
前
・
午

後
）
は
、
希
望
ア
泥
り
に
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
圭
ｙ
。

　
〈
応
募
期
間
〉
７
月
3
1
日
困

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
。

　
〈
記
念
品
〉
参
加
者
に
は
、
会

場
で
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
ラ
を
お
渡

し
に
乖
ｙ
。

　
〈
問
い
合
わ
せ
〉
高
齢
者
福
祉

課
（
内
線
３
３
３
）
へ
。

　
〈
送
迎
〉
例
年
ど
お
り
、
専
用

バ
ス
を
運
行
し
季
ｙ
。
停
留
所

は
次
の
と
お
り
で
、
一
部
夕
陥

き
、
京
阪
宇
治
交
通
の
バ
ス
停

と
同
じ
で
す
。
発
車
時
刻
は
、

九
月
十
一
日
付
の
市
政
だ
よ
り

で
お
知
ら
せ
し
求
す
。

　
・
東
宇
治
方
面
・
・
・
中
住
宅
↓

御
蔵
山
↓
西
住
宅
↓
幼
稚
園
前

↓
御
園
↓
町
並
（
長
谷
川
コ
ー

ヒ
ー
館
前
）
↓
御
蔵
山
参
道
↓

木
幡
↓
木
幡
山
手
町
↓
南
木
幡

↓
病
院
前
↓
黄
聚
↓
平
野
町

（
重
永
医
院
前
）
↓
菟
道
高
校
↓

隼
上
り
・
新
田
↓
森
本
↓
三
室

戸
（
府
道
）
・
明
星
町
一
丁
目
↓

門
前
・
笠
取
方
面
・
：
笠
取
小
前

↓
称
名
寺
下
・
志
津
川
方
面
…

志
津
川
（
竹
久
酒
店
前
Ｔ
白
川

　
（
茶
研
前
）
・
宇
沸
方
面
・
：
宇

治
車
庫
↓
京
阪
宇
治
↓
字
治
橋

西
詰
（
都
計
道
路
）
↓
Ｊ
Ｒ
宇
治

駅
↓
総
合
庁
舎
↓
宇
治
市
役
所

・
目
川
方
面
：
自
川
↓
大
河
原

（
京
阪
宏
泥
通
）
↓
横
島
小
学

校
↓
棋
島
↓
中
研
前
↓
宇
治
橋

西
詰
（
県
通
り
）
↓
県
神
社
・
＝
一

軒
家
方
面
・
：
三
軒
家
（
京
阪
バ

ス
停
）
・
浮
面
方
面
…
浮
面
↓

名
木
北
口
↓
西
小
倉
（
旧
伊
勢

田
）
↓
北
山
住
宅
↓
小
倉
住
宅

↓
近
鉄
小
倉
↓
小
倉
↓
蔭
山
↓

宇
治
郵
便
局
↓
ユ
ニ
チ
カ
・
名

木
方
面
…
名
木
↓
緑
ケ
原
↓
国

導
〈
久
保
（
上
新
電
機
前
）
↓
国

道
伊
勢
田
（
京
阪
バ
ス
停
）
・
大

久
保
方
面
・
：
日
産
車
体
↓
緑
ケ

原
口
↓
近
鉄
大
久
保
↓
Ｊ
Ｒ
新

田
（
中
西
石
油
前
）
↓
城
南
高
校

↓
神
明
↓
城
南
荘
↓
西
町
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

1281

７月31日までにはがきで

歴史資料館

開館時間　午前9時～

午後5時

休館日　月曜日

歴史資料館　夏休み

企画展

歴
史
講
座
「
山

城
の
大

池
」

敬老会のの申し込みの受付中

午後の部にまだ余裕があります



　
七
月
二
十
一
日
㈲
か
ら
八
月
　
Ｏ
道
路
上
で
、
一
輪
車
や
ス
ケ

三
十
一
日
出
ま
で
、
夏
の
交
通
　
　
－
ト
ボ
ー
ド
で
遊
ば
せ
な
い

事
故
防
止
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
　
　
よ
う
に
し
ま
し
よ
う

す
。
子
供
に
と
っ
て
、
夏
休
み
が
　
○
自
転
車
の
ル
ー
ル
を
守
る
心

悶
Ｉ
″
２
″
δ
こ
Ｉ
Ｉ
．
。
‘

ａ
　
〈
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
〉

謂
○
家
庭
で
交
通
安
全
に
つ
い
て

冒
　
話
し
合
い
ま
し
よ
う

１
１
綴
冒
冒
ａ
穣
靉
ｕ
瓢
昌

れ
あ
い
▼
規
格
・
：
四
ｙ
切
（
白
黒
・

カ
ラ
ー
不
問
）
▼
５
募
方
法
…
作

品
の
裏
に
、
題
名
・
住
所
・
氏
名

　
（
ふ
的
｛
が
な
｝
・
年
齢
（
学
年
）
・

職
業
（
学
校
名
）
・
電
話
番
号
を

書
責
８
月
1
6
日
出
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
宇
治
保
健
所
（
〒

6
1
1
宇
治
若
森
７
の
６
、
a
2
1
・
2

1
9
1
）
へ
、
郵
送
か
持
参
で
。

５
募
は
２
点
以
内
で
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。
な
お
作
品
の
著

作
権
は
京
都
府
に
帰
属
し
、
作
品

は
返
却
し
ま
せ
ん
▼
発
表
…
1
0
月

下
旬
に
入
選
者
に
直
接
通
知
し
ま

す
▼
主
催
…
京
都
府
・
凹
京
都
府

獣
医
師
会
。

安
全
で
楽
し
い

も
の
に
な
る
よ

う
、
保
護
者
・
ド

ラ
イ
バ
上
人

ひ
と
び
が
思
い

や
り
か
痔
っ
て
、

交
通
事
故
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

夏
の
交
通
事
故
防
止
活
動

を
展
開
　
８
月
3
1
日
ま
で

運
転
を
召
る
図
は
、
週
労
遅

ｕ
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
よ
う

・
ド
ラ
イ
バ
ー
の
死
角
を
つ
く

　
〈
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
〉

○
海
水
浴
、
帰
省
な
ど
長
距
離

認
識
冒
認
諾
瞳
霞
霜
瓢

　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ち
ろ
ん
、
後
部
座
席
に
座
る

人
に
も
、
’
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
さ
せ
ま
し
よ
う

冒
鯛
霞

　
ル
講
習
、福

祉

　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

　
▼
と
き
…
７
月
召
吊
一
・
８
月

３
日
出
、
午
後
Ｌ
時
Ａ
時
▼
と

こ
ろ
・
・
・
黄
璧
体
育
館
▼
持
ち
物
・
・
・

上
靴
▼
申
し
込
み
・
・
当
日
会
場
へ

▼
問
い
ふ
Ｂ
せ
・
：
千
賀
豹
司
岑
ん

（
ａ
０
７
７
４
５
・
３
一
7
1
6
8
）

▼
主
催
・
・
・
宇
治
市
卓
球
協
会
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室

　
▼
と
き
…
７
月
2
8
日
間
午
前
1
0

時
～
正
午
（
雨
天
中
止
）
▼
と
こ
ろ

・
：
伊
勢
田
小
学
校
▼
内
容
・
：
ル
ー

ス
ポ
ー
ツ

…
当
日
会
場
へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
：

市
民
体
育
課
（
内
線
４
７
８
）
へ
。

　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌

昌
ｍ
雲
烈
彗
冒
瓢

実
技
指
導
▼
申
し
込
み

り
、
子
供
の

飛
び
出
し
事

故
の
原
因
と

な
る
迷
惑
駐

車
を
や
め
ま

し
よ
う

助
手
席
は
も

年
金
か
障
害
年
金
が
１
級
で
、

障
害
の
内
容
・
程
度
が
４
体
障

害
者
等
級
―
、
２
級
に
相
当
の

鴛
瓦
か
に
該
当
す
る
人
▽
母
子

家
庭
の
場
合
＝
1
8
歳
禾
満
（
1
8

歳
の
誕
生
日
か
ら
最
初
の
３
月

3
1
日
ま
で
を
含
む
）
の
子
供
と

そ
の
母
親
．

■
重
度
６
身
障
害
老
人
健
康
管

　
理
事
業

　
6
5
歳
以
上
で
、
○
身
体
障
害

者
等
級
１
、
２
級
Ｏ
重
度
の
精

神
薄
弱
○
身
読

級
で
中
度
の
精
神
薄
弱
○
国
民

年
金
法
に
よ
る
障
害
福
祉
年
金

か
障
害
年
金
が
Ｉ
級
で
、
障
害

の
内
容
、
程
度
が
身
体
障
害
者

等
級
Ｉ
、
２
級
に
相
当
の
鴛
元

か
に
該
当
す
る
人

　
児
童
手
当
申
請
と

　
現
況
届
の
提
出

　
児
童
手
当
は
、
児
童
の
健
全
育

成
と
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、

義
務
教
育
就
学
前
の
児
拿
石
谷

十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
（
た
だ
１
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
）
。

　
受
給
資
格
が
あ
り
、
ま
だ
受
給

国
民
健
康
保
険

半
日
人
間
ド
ッ
ク
　
第
1
次
募
集

　
市
で
は
、
今
年
度
も
「
半
日

人
間
ド
″
ク
」
の
補
助
事
業
を

実
施
。
今
回
か
ら
年
齢
枠
夕
広

げ
る
と
と
も
に
定
員
を
百
人
増

や
Ｌ
ま
し
た
。
進
ん
で
受
診
し
。

成
人
病
の
早
期
発
見
、
健
康
管

理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
・
・
・
健
診
時
に
次
の
す
べ

　
て
の
項
目
に
該
当
す
る
人

　
①
宇
治
市
国
民
健
康
保
険
に

　
１
年
以
上
継
続
し
て
加
入
②

　
3
5
歳
以
上
7
0
歳
未
満
③
妊
娠

お買い物の

めやす消費

者物価20

（7月分）

　この公表

価格は、７

月初めに実

施した消費

生活モ

ニター店頭

価格調査に

基づくもの

です｡(自

治振興課)

品　目

規　　　恪

平均

価格

価格状況

琵

≫低

価格

封n比

|寸前年比

灯　　油

1st店頭

　円

973

　％

０．５

　％

20.7

　　円

l、131

　　円

860

16ぞ配達

1.051

0.7

23.8

1.150

955

ガソリン

レギュラー

1

t現金

It')

127

０

1.6

134

117

テ４ッシュ

　ペーノぐ－

400牧入

1

箱

{ｸll

+

-

'クス・又

コ，テ4}

143

6.7

5.9

173

95

台所用

　　ラップ

サランラッ

プ

30

x20m

233

0．4

3.6

255

189

アルミ

　　ホイル

25

X

８

ｍ

173

2.4

1.2

194

154

シャンプー

液体ポ')

容器220

cc

Jt£エッ

センシャル

コンテ4レ

１ニング尹

イプ

299

０

-

299

298

洗濯用

　粉石けん

2.41-

g

821

▲1.2

3.9

979

615

牛　　肉

すき焼用

中作度lO

Og

401

0.8

▲7.4

515

22S

塩さけ

切'i身1

00

K

332

1.5

▲0.3

410

206

バレイショ

男爵1≪

g

36

▲18.2

28.6

54

23

キャベツ

中玉≫'J

1

k

g

205

17.8

▲15.3

307

98

鶏　　卵

Ｍサイズバ

ック入

10個

182

A

5.7

7.8

265

119

食用油

日清サラダ油

ボリ容器1

000

g

531

▲0.2

７．８

595

461

しよう油

キッコーマン濃口

ホリ容器八

リロ

302

2.0

15.3

37≪

266

砂　　糖

上白lkl

243

3.8

轟1'.2

306

183

小麦粉

日清小麦粉

フラワー

ui

（薄力粉)

201

3.6

ニ

;

0.5

245

173

インスタント

　コーヒー

ネスカフｔ

エク■tラ

IX八')

2011

K

1,092

1.1

-

1.172

924

み　　そ

タヶヤミソ1kg

398

0.8

13.1

417

338

食パン

普通品１斤

（スライス

したもの）

169

■1.'3

0.6

206

131

洗雇代

ワイシャツ

白の長そで

197

3.1

H.5

250

170

ａぃず*，

<.ja曹

w;λλ　

　　　　　

　　　　　

　　▲印l

i減

大久保青少

年センター

　　言言）

（Ｕ回

のもよおし

　　　‐　

　‐―　学

１年生り中

学生（保護

者

　申し込み

は同青少年

セン　同伴

可）▼定員

…先着20

人

タ人き44

・7447

）へ。　　

▼内容…天

体観測と話

▼

　ヤングェ

アロビこ｛

教室　　頴

討紆可

ＥＮ０　０

　ヽ。れお

はなし会

前10時～

Ｈ時半（２

日は午　　

▼とき・・

・７月24

日南午後

後Ｌ時～２

時半）▼と

ころ　３時

半～４時▼

ところ…中

・・大久保

青少年セン

ター▼　央

図書館更屋

▼対象…５

対象・・・

中・高校生

▼定員・・

・　歳１小

学校低学年

▼内容・：

先着20人

▼指導者…

伊勢村　お

はなし、よ

み見ぜ、紙

芝

紀久子さん

。　　　　

　　　居▼

問い合わせ

・・・中央

図書

　夏休み天

文教室　　

館（容20

・1511

）へ。

　▼とき…

８月５日囲

午後　　子

ども映画会

　７時～９

時半ｙとこ

ろ・＝笠　

　ｙ日程・

会場・・・

下表のと

おり▼上映

フ″ルム・

：花の

壹心と盗人

たち（アニ

メ）・

よ幻むし矢

郎（アニメ

）・お

こひじぞう

（人形劇）

▼申し

込み・：当

日会場へ▼

問い合

わせ・：各

会場へ。

子ども映画

会の日程・

会場

へ

10

時~

14時～

7

/30(

火

横島回数豊

21-27

08

小倉公民館

022－4

687

7

/31(*)

広野公民館

B41－7

450

宇治公民館

021-2

804

８／１(木

〉

木幡公民館

雲32-8

290

中央公民館

B20-1

411

へ

10時～

正午～

15時～

8／2剥

平盛右ひ瓢

｀

n44－7

447

伊勢田右ひ

瓢

　022－

1503

花道谷ヽひ

やじ

豊21－2

703

　や入院を

していない

④昨

　年度受診

していない

▽実施期間

…９月２日

側～

　Ｈ月29

日出

▽定員・・

・下表のと

おり

▽自己負担

額・・・男

性Ｉ１万

　1740

円'　m　

＝１万

　2670

円

▽健診医療

機関士只都

第一

　赤十字病

院

▽申し込み

…８月３日

出ま

　でに、国

民健康保険

証と

牛乳V－ツ

クでまがき

を作ろうＦ

・

夏ｒｔｌｌ

教室

　牛乳パ″

クは、一〇

〇％

良質パルプ

か便って作

られ

ています。

全国では。

、一日

に約九百万

ぶの牛乳パ

″ク

が叫われて

おり、これ

を作

るには、樹

齢二、三十

年の

木が約六千

本も必要。

伐採

面積は約ニ

ヘクタール

にも

なります。

　この牛乳

パ″クは、

捨て

れば「ゴミ

」ですが、

生か

せば「資源

」として再

生で

きます。

　子供たち

に、牛乳パ

″ク

からはがき

やしおりを

作る

ことで、地

球の環境や

省資

源について

考凡てなら

おう

と、夏休み

子芦ｒ翁費

者教

室を開き示

す。

　▼～…７

月習㈹午後

１時～４時

▼ところ…

西小

倉コミュニ

ティセンタ

ー▼

対象・・・

市内在住の

小・中学

生（親子で

の参加も歓

迎）▼

定員・・・

先着40人

▼持ち物・

：

筆記具▼申

し込み・・

。・自治振

興課（内線

３８５）へ

電話で。

1282

市民のひろ

ば

お知らせ

　年金相談

所

　市では、

襲誤険事務

所と

共催で、年

金に関する

ことを

気軽に相談

していただ

くため、

年金相談所

を開設し柔

ｙ。

　年金は、

老後の。牛

活に欠か

すことので

きない大切

なもの

ですが、受

けるための

条件は

年齢・職歴

などにより

、一人

ひとり異な

ります。自

分の年

金は＝ｋ＞

ｒvｔ≪(

Ｏのか、自

分自身

で確かめて

おきましょ

う。

　また、相

談所では保

険料の

徴収も行い

豪ｆ。保険

料の未

納期間が多

くなると、

年金を

驀Ｚ元なぐ

なることも

あり

康ｆｙ。納

め忘れがあ

る場合は、

この機会に

納めてぐだ

さい。

　なお、所

得が少ない

などの

事情によ欽

宍険料を納

めるこ

とが困難な

人には、納

付が免

除芦れる場

ふにがあり

ますので

ヰ福祉医療

費受給者証

い宍ｲと.

=･:万卜

7不で

ﾄﾆﾉ重郎

身障柵人i

iifi:

面紬必証j

の汀優

ご相談くだ

さい。

　▼とき・

ところ・・

・７月24

日

困＝ニチ柔

大久保店、

25日閑

―西友宇治

店、26日

吻＝木幡

公民館。い

ずれも午前

10時～

正午と午後

Ｌ時レ轟ｙ

問い

〈Ｂｔ・・

・福祉年金

課国民年金

係（内線３

０１）へ。

　育成学級

　指導者募

集

　▼応募資

格・・・昭

和26年８

月

２日以降に

生まれ、市

内在住

で高校卒業

程度の学力

を有し、

健康で児童

の育成に熱

意のあ

る女子▼募

集人数・・

・若干名▼

試験・・・

面接、作文

▼申し込み

…市販の履

歴書に必要

事項を

　福祉医療

は、保険診

療の

自己負担分

を助成する

制度

（ただし、

老人の場合

一部負

担金あり）

です。

　現在の受

給者証（桃

色）は’

七月三十一

日團で有効

期限

が切れます

。平成三年

度受

給該当者に

は、七月中

に新

しい受給者

証（藤色）

を郵送

し康ｙ。

　一方、重

度心身障害

老人

健康管理事

業は、老人

保健

法による医

療を受けた

際、

一部負担金

か荊付する

制度。

　現在の対

象者証（黄

色）は、

七月三十一

日團で有効

期限

が切れ乖う

平成三年度

受

給該当者に

は、七月中

に新

しい対象者

証（うぐぃ

す色）

記入し写真

かほって、

７月31

日困までに

襲鞍育課（

内線

４７６）へ

持参倣

　ＯＡ講座

　城南地域

職業訓練セ

ンター

では、左表

の講座を開

講。申

し込み、問

い＜Ｉ１Ｃ

＼は同セン

タよ豊46

・Ｏ６肖）

へ。

ＯＡ講座の

日程・内容

講座名

期間

曜日

時間

回数

(回)

定員

(人)

受講科

　(円)

パソコン

(ロータス

1-

2－3

初級)

8/11

　S

9/22

日

13

:

00

　S

15

:

30

６

10

7.800

パソコン

(C言語

　　初級)

8/8

　S

9/5

月

木

18

:

30

　S

21:00

８

20

10,40

0

動物愛護写

真コン

クール　作

品募集

▼テーマ…

動物と人間

のふ

を郵送し禾

す。

　なお、次

に該当し、

まだ

申請してい

ない人は、

健康

保険証、身

体障害者手

帳、療

育手帳、印

鑑を持って

高齢

者福祉課医

療係（内線

３２

６）で手続

き匁ただし

、

所得制限が

あります。

■福祉医療

　▽老人（

65歳～7

0歳未満）

の場合・Å

訴得税非課

税世

帯○一人暮

らし○寝た

きり

○考人世帯

のどれかに

該当

する人▽心

身障害（児

）者

（65歳禾

満）の堡Ｔ

○身体

障害者等級

Ｉ、２級○

重度

の精神薄弱

ｏ身体障害

者等

級３級で中

度の精神薄

弱○

国民年金法

による障害

福祉

申請をして

いない人は

、福祉

年金課母子

児竜福祉係

（内線

３３６）へ

申請してぐ

ださい。

　また、現

在児童手当

か受給

していて「

現況届」か

提出し

ていない人

は、至急同

課へ提

出してぐだ

さい。

　ティーサ

ービス

　〈ボウリ

ング教室〉

　▼とき・

・・８月４

日前午後２

時～４時▼

ところ・：

松園ボー

ル（西友宇

治店向かい

側）▼対

象・：市内

在住で体に

障害のあ

る人▼参加

費・・・５

００円▼申

し込み・：

25日團ま

でに、社会

福祉協議会

（a22・

５６５０、

フ７クス2

3・085

7）へ。

へ

受診月

定　員_

第1次募集

９月

70人

10月

100人

11月

100人

第2次募集

12～3月

130人

　印鑑を持

って、国民

健康

　保険課（

内線５１４

）へ。

　電話での

舜口付けは

でき

　ません。

※第２次募していない人は、福祉

年金課母子児竜福祉係（内線

３３６）へ申請してぐださい。

　また、現在児童手当か受給

していて「現況届」か提出し

ていない人は、至急同課へ提

出してぐださい。

　ｆサービサービス

　〈ボウリング教室〉

　▼とき・・・８月４日前午後２

時～４時▼ところ・：松園ボー

ル（西友宇治店向かい側）▼対

象・：市内在住で体に障害のあ

る人▼参加費・・・５００円▼申

し込み・：25日團までに、社会

福祉協議会（a22・５６５０、

フ７クス23・0857）へ。
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大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
　
　
冊
雛

）
び
バ

の
も
よ
お
し
　
　
　
　
　
　

学
３
年
生
～
中
学
生
（
保
護
者

　
申
し
込
み
は
同
青
少
年
セ
ン
　
同
伴
可
）
▼
定
員
・
：
先
着
2
0
人

ｙ
よ
容
4
4
・
7
4
4
7
）
へ
。
　
　
▼
内
容
・
：
天
体
観
測
と
話
▼

ヤ
ン
グ
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
　
　
９
　
蝕
舒
可

討
斜
加
賀
お
は
な
し
会

拓
時
～
Ｈ
時
半
（
２
日
は
午
　
　
▼
と
き
・
：
７
月
2
4
日
㈲
午
後

Ｔ
時
～
２
時
半
）
▼
と
こ
ろ
　
３
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
　
央
図
書
館
集
会
室
▼
対
象
・
：
５

殖
・
・
・
中
・
高
校
生
▼
定
員
・
：
　
歳
～
小
学
校
低
学
年
▼
内
容
・
：

留
2
0
人
▼
指
導
者
…
伊
勢
村
　
お
は
な
し
、
よ
み
章
Ｉ
せ
、
紙
芝

災
子
さ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
居
▼
問
い
合
わ
す
：
中
央
図
書

夏
休
み
天
文
教
室
　
　
館
（
豊
2
0
1
5
1
1
）
へ
。

▼
と
き
…
８
月
５
日
側
午
後
　
　

子
ど
も
映
画
会

４
　
～
９
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
笠
　
　
▼
日
程
・
貪
Ｔ
下
表
の
と

ｔ
り
Ｖ
上
映
フ
ー
ル
ム
・
・
・
花
の

倚
と
盗
人
た
ち
テ
エ
メ
）
・

Ｂ
む
し
矢
郎
（
ア
ニ
メ
）
・
お

私
じ
ぞ
う
（
人
形
劇
）
▼
申
し

χ
・
：
当
日
会
場
へ
▼
問
い
合

冊
…
各
会
場
へ
。

や
ス
院
を
し
て
い
な
い
江
昨

年
度
受
診
し
て
い
な
い

ｙ
実
施
期
間
…
９
月
２
日
側
～

Ｈ
月
2
9
日
面

定
員
…
下
表
の
と
お
り

自
己
負
担
額
…
男
性
＝
１
万

1
7
4
0
円
^

V
fI
I
万

2
6
7
0
円

健
診
医
療
機
関
・
・
・
京
都
第
一

赤
十
字
病
院

申
し
込
み
・
・
・
８
月
３
日
出
ま

で
に
、
゛
．
国
民
健
康
保
険
証
と

牛
乳
パ
ッ
ク
で
は
が
き
を
作
ろ
う

夏
休
み
子
ど
も
消
費
者
教
室

ヰ
乳
Ｉ
．
夕
咽
　
一
Ｃ
Ｃ
久

｛
質
パ
ル
プ
奎
便
っ
て
作
ら
れ

j
c
.
幸
司
全
国
で
は
、
一
日

釣
九
百
万
本
の
牛
乳
パ
ッ
ク

４
　
邪
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
作

’
に
は
、
樹
齢
二
、
三
十
年
の

一
が
約
六
千
本
も
必
要
。
伐
採

一
積
は
約
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も

石
ま
す
。

こ
茫
々
明
石
、
．
ｊ
ａ
搾
て

ぽ
「
ゴ
ミ
」
で
す
が
、
生
か

ぽ
「
資
源
」
と
し
て
再
生
で

圭
少
。

子
供
た
ち
に
、
牛
乳
パ
″
ク

ら
は
が
き
や
し
お
り
を
作
る

）
と
で
、
地
球
の
環
境
や
省
資

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お
う

』
、
夏
休
み
子
芦
も
消
費
者
教

▼
と
き
・
：
７
月
3
0
日
㈹
午
後
ｙ

蒔
ｊ
４
時
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
西
小
　
　

ヨ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
▼
｝

鏃
・
・
・
市
内
在
住
の
小
・
中
学
　
　

六
親
子
で
の
参
加
趾
１
　
）
▼
ｙ

高
・
：
先
着
4
0
人
▼
持
ち
物
：
　
　

記
具
▼
申
し
込
み
…
・
自
治
振
ｙ

諌
（
内
線
３
８
５
）
へ
電
話
で
。
一
’

市
民
の
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ

年
金
相
談
所
　
｝

市
で
は
、
社
会
保
険
事
務
所
と
　
八

催
で
、
年
金
に
関
す
る
こ
と
を
一

軽
に
相
談
し
て
い
た
だ
ぐ
た
め
、

金
相
談
所
を
開
設
父
子
。

年
金
は
、
老
後
の
生
活
に
欠
か

と
と
の
で
き
な
い
大
切
な
も
の

一
す
が
、
受
け
る
た
め
の
条
件
は

・
齢
・
職
歴
な
ど
に
よ
り
、
一
人

と
り
異
な
り
季
ｙ
。
自
分
の
年

圧
＾
＞
＾
v
ｔ
≪
る
の
か
、
自
分
自
身

廬
か
め
て
お
孝
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
相
談
所
で
は
保
険
料
の

収
も
行
い
毒
了
。
保
険
料
の
未

期
間
か
多
く
な
る
と
、
年
金
を

な
ｙ
い
れ
な
ぐ
な
る
こ
と
も
あ
り

ヂ
。
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
は
、

」
の
機
会
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
が
少
な
い
な
ど
の

奏
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ

糸
困
難
な
人
に
は
、
納
付
が
免

言
れ
る
場
合
が
あ
り
毒
了
の
で

福祉医療費受給者証と

重度心身障害老人健康管理事業対象者証の更

新

前
部
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
７
月
2
4
日

仁
一
チ
４
　
ハ
久
保
店
、
2
5
日
團

酉
友
宇
治
店
、
2
6
日
宙
＝
木
幡

民
館
。
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～

干
と
午
後
Ｌ
時
～
ｔ
昨
Ｖ
問
い

わ
せ
・
・
・
福
祉
年
金
課
国
民
年
金

（
内
線
３
０
１
）
へ
。
‘

育
成
学
級
　

指
導
者
募
集

▼
応
募
資
格
・
：
昭
和
2
6
年
８
月

‥
［
］
ぱ
降
に
生
宍
‥
、
市
内
在
住

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
含
有
し
、

康
で
児
童
の
育
成
に
熱
意
の
あ

女
子
▼
募
集
人
数
・
：
若
干
名
▼

験
・
・
・
面
接
、
作
文
▼
申
し
込
み

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

掴
祉
医
療
は
、
保
険
診
療
の

ピ
負
担
分
を
助
成
す
る
制
度

逆
し
、
老
人
の
場
合
一
部
負

金
あ
り
）
で
す
。

現
在
の
受
給
者
証
（
桃
色
）
塀

月
三
十
一
日
南
で
有
効
期
限

切
れ
ま
ず
。
平
成
三
年
度
受

該
当
者
に
は
、
七
月
中
に
新

い
受
給
者
証
（
藤
色
）
を
郵
送

未
了
。

一
方
、
重
度
心
身
障
害
老
人

・
康
管
理
事
業
は
、
老
人
保
健

に
よ
る
医
療
を
受
け
た
際
。

部
負
担
金
を
給
付
す
る
制
度
。

現
在
の
対
象
者
証
（
黄
色
）
は
、

月
三
十
一
日
南
で
有
効
期
限

切
れ
ま
す
。

‘平
成
三
年
度
受

該
当
者
に
は
、
七
月
中
に
新

い
対
象
者
証
（
う
ぐ
い
す
色
）

／
し
乍
ｊ
を
り
て
７
戸
３

困
ま
で
に
社
会
教
育
課
（
内
線

７
６
）
へ
持
参
を
。

Ｏ
　
Ａ
　
講
　
座

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

は
、
左
表
の
講
座
を
開
講
。
申

込
み
、
問
監
昌
せ
は
同
セ
ン

よ
豊
4
6
・
0
6
8
8
）
へ
。

芋干 千
-り
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　u7J IロＪ
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m:00

-

20

-

10,400

-

一
物
愛
護
写
真
コ
ン

’
Ｉ
ル
　
作
品
募
集

テ
ー
マ
…
動
物
と
人
間
の
ふ

擬
送
し
毒
て

な
お
、
次
に
該
当
し
、
ま
だ

請
し
て
い
な
い
人
は
、
健
康

険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

手
帳
、
印
鑑
か
痔
っ
て
高
齢

福
祉
課
医
療
係
（
内
線
３
２

）
で
手
続
き
を
。
た
だ
し
、

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

一
福
祉
医
療

▽
老
人
（
蕊
T
7
0
歳
未
満
）

場
合
・
：
○
所
得
税
非
課
税
世

○
一
人
暮
ら
し
Ｏ
寝
た
き
り

老
人
世
帯
の
ど
れ
か
に
該
当

・
る
人
▽
心
身
障
害
（
児
）
者

四
歳
未
満
）
の
場
合
ｈ
Ｏ
身
体

害
者
等
級
―
、
２
級
○
重
度

・
精
神
薄
弱
○
身
体
障
害
者
等

。
・
３
級
で
中
度
の
精
神
薄
弱
○

民
年
金
法
に
よ
る
障
害
福
祉

申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
、
福
祉

年
金
課
母
子
児
竜
福
祉
係
（
内
線

３
３
６
）
へ
申
請
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
児
童
手
当
か
受
給

し
て
い
て
「
現
況
届
」
か
提
出
し

て
い
な
い
人
は
、
至
急
同
課
へ
提

出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
ｆ
サ
ー
ビ
サ
ー
ビ
ス

　
〈
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
４
日
前
午
後
２

時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
松
園
ボ
ー

ル
（
西
友
宇
治
店
向
か
い
側
）
▼
対

象
・
：
市
内
在
住
で
体
に
障
害
の
あ

る
人
▼
参
加
費
・
・
・
５
０
０
円
▼
申

し
込
み
・
：
2
5
日
團
ま
で
に
、
社
会

福
祉
協
議
会
（
a
2
2
・
５
６
５
０
、

フ
７
ク
ス
2
3
・
0
8
5
7
）
へ
。

←－２-乙四手 ﾄ七子

ヒ
匹ト 四声
ﾄ回十撲声
≒年 ドヰ

|第2次募集 12~3I^ ﾄﾞOA

巨
鑑
を
耗
’
。
て
『
匡
艮
側
扁

保
険
課
（
内
線
５
１
４
）
へ
。

電
話
で
の
受
け
付
け
は
で
き

ま
せ
ん
。

］
第
２
次
募
集
の
受
け
付
け
は

一

1
0
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

こ
ど
も
　
お

た
の
し
み
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